
周術期管理を安全に行うためには、術前の服薬状況を含めた患者の状態を把握することが重要である。特に出血・血栓リスクがあ

り、麻酔薬と薬物相互作用を来す可能性がある向精神薬の中止や継続については、原疾患と周術期のリスク・ベネフィットを考慮し

て判断する必要がある。 

当院では周術期における休止対象薬と休薬期間についての認識に診療科間で差があり、休薬不足による手術延期の事例があった。

そこで休止対象薬と休薬期間の目安を院内で統一するため、向精神薬について基準を策定した。また手術決定時から周術期に使用す

る薬剤との薬物相互作用情報を提供できるように、休薬目安だけでなく相互作用についても記載した一覧表を作成した。 

この取り組みによる周術期医療への効果を検証する。 

本研究により周術期医療への効果が明らかになれば、周術期薬物療法の安全性の向上や計画的な手術運営に貢献できると期待され

る。 
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